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目標の進捗状況報告書
　　　（２０１２年度・大学）

　 　

対象部局

大項目

中項目
小項目
要素

小項目
要素

2009 2010 2011 2012 2013

→「2010年度新職員人事諸制度導
入」「人件費増加抑制効果」「目
標連鎖の浸透度」｢人事考課結果の
処遇への反映｣「研修制度の満足
度」

C Ｃ Ｂ

  

→「業務分析の進捗状況」「部課
数の推移」「非専任職員活用状況
の変化」「業務委託化の進捗状
況」「超過勤務時間数の削減」

C Ｃ Ｃ

  

→「若手職員の管理監督職登用
度」「意思決定の迅速化」「課題
への対応力（スピード）」「情報
化機能の強化度合」「基本構想へ
の関与度合」

C Ｃ Ｂ

  

 ☆

左記目標の「指標」 2009 2010 2011 2012 2013

→ 　 　 　 　 　

→ 　 　 　 　 　 　

　

　《進捗状況》　　

目標の進捗状況について次のとおり簡単に説明する。

目標１

目標２

目標３

備考

2011年度に導入した新職員人事諸制度では、特に若手の登用を可能とした制度を構築した。特に監督職者を中心に若手の登用も進み
つつあり、今後もこの動きは継続したいと考えている。また、新中期計画での必要人員については、事務機能の見直しなどを実施す
ることにより、限られた専任事務職員数の中で概ね対応できていると考えている。

12.1.4 事務職員の意欲・資質の向上を図るための方策を講じているか。
人事考課に基づく適正な業務評価と処遇改善

スタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）の実施状況と有効性

2011年度に新職員人事諸制度を導入し、職員の人事制度が再構築された。事務職員全体が関西学院の目標達成を意識する制度が導入
されたこと、また、求める人材像を育成するための新研修制度が導入されたことは、大きな効果を生んでいる。教職協働の原則の中
で、事務組織が教学組織に対して相対的な独立を保ち、学院全体及び大学（各学校内）のマネジメントサイクルを円滑に回すことが
必要であり、その体制作りの根幹部分が形成されてきている。

進捗評価はA､B､C､Dの４段階とし、2012年4月30日現在における目標の達成度評価(2013年度の達成に対してどこまで進んだかの評価)を行った。
A､B､C､D評価は目安として次のようなものである。

2010年度以降に設定した「目標」

現状では、業務分析結果などを活かした事務組織の再編などは、継続的に検討は行っているものの、施策としての実施には未だ至っ
ていない。しかし、その議論の中では、法人、大学を含む諸学校間の有機的連携を推進し、その中で事務機能を強化する方向を目指
しており、結果として事務組織の再編や適性人員配置が推進される方向で検討を進めているところである。

　

2009年度に設定した「目標」 左記目標の「指標」
進捗評価

１.職員人事諸制度を再構築し、職員個々の能力向上を図る。

２.業務分析による適正人員配置の推進及び多様な雇用形態を生かす中
で事務組織を再編し、業務の効率化を推進する。

３.優秀な人材の確保及び育成を図る。

統括部局：総務部　　　　　　　　　　　　　　　担当部局：総務部

12 管理運営・財務　《全学的な視点》

12.1 管理運営

12.1.3 大学業務を支援する事務組織が設置され、十分に機能しているか。
事務組織の構成と人員配置の適切性

事務機能の改善・業務内容の多様化への対応策

職員の採用・昇格等に関する諸規定の整備とその適切な運用

担当部局は　　　　　　　　☆印の箇所を記入してください。

Ⅰ．評価項目・要素と担当部局

　　Ａ　：　目標実現のための計画や方策などを適切に実行し、目標を達成している。もしくはほぼ達成している。
　　Ｂ　：　目標実現のための計画や方策などを概ね適切に実行しているが、まだ目標は達成していない。
　　Ｃ　：　目標実現のための計画や方策などを実行しているが十分ではなく、目標は達成していない。達成にはまだしばらく時間がかかる。
　　Ｄ　：　目標実現のための計画や方策などを実行していない。当然目標は達成していない。

☆

本項目において、2009年度～2013年度の中期的な「目標」と「指標」を次のとおり設定し、毎年度進捗状況の自己評価を行っている。

Ⅱ．目標の進捗評価と進捗状況報告（2012.4.30現在の進捗状況報告）
　《進捗評価》

本シートの自己点検・評価を行う部局と項目・要素は次のとおりである。
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